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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ネットワークから受信した測定構成メッセージ
によって設定された測定構成に従って、無線環境の測定
結果を含む測定ログを保持する処理を行うＵＥを用いた
無線測定収集方法を提供する。
【解決手段】ネットワークが、測定ログの送信を要求す
るためのUEInformationRequestメッセージをＵＥに送信
するステップＳ１０９と、ＵＥが、測定ログを送信する
ためのUEInformationResponseメッセージをネットワー
クに送信するステップＳ１１０と、を備える。ステップ
Ｓ１１０において、ＵＥは、測定ログが保持されていな
い場合であっても、UEInformationResponseメッセージ
をネットワークに送信する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークから受信した測定構成メッセージによって設定された測定構成に従って、
無線環境の測定結果を含む測定ログを保持する処理を行う無線端末を用いた無線測定収集
方法であって、
　前記ネットワークが、前記測定ログの送信を要求するためのログ送信要求を前記無線端
末に送信するステップＡと、
　前記無線端末が、前記測定ログを送信するためのログ送信応答を前記ネットワークに送
信するステップＢと、を備え、
　前記ステップＢにおいて、前記無線端末は、前記測定ログが保持されていない場合であ
っても、前記ログ送信応答を前記ネットワークに送信することを特徴とする無線測定収集
方法。
【請求項２】
　前記無線端末が、測定期間が満了してから所定時間が経過して、前記測定ログが削除さ
れた場合であっても、前記ログ送信応答を前記ネットワークに送信することを特徴とする
請求項１に記載の無線測定収集方法。
【請求項３】
　前記無線端末が、アイドル状態から接続状態に移行する際に、前記測定ログを保持して
いることを示すログ保持情報を前記ネットワークに送信し、
　前記ステップＡにおいて、前記ネットワークは、前記ログ保持情報に基づいて、前記ロ
グ送信要求を前記無線端末に送信することを特徴とする請求項１に記載の無線測定収集方
法。
【請求項４】
　前記無線端末が、アイドル状態から接続状態への遷移が完了した旨の遷移完了メッセー
ジを前記ネットワークに送信し、
　前記ステップＡにおいて、前記ネットワークは、前記接続状態に遷移した無線端末に対
して、前記ログ送信要求を送信することを特徴とする請求項１に記載の無線測定収集方法
。
【請求項５】
　前記遷移完了メッセージは、前記測定ログを保持していることを示すログ保持情報を含
むことを特徴とする請求項４に記載の無線測定収集方法。
【請求項６】
　ネットワークから受信した測定構成メッセージによって設定された測定構成に従って、
無線環境の測定結果を含む測定ログを保持する処理を行う無線端末であって、
　前記ネットワークから、前記測定ログの送信を要求するためのログ送信要求を受信する
受信部と、
　前記測定ログを送信するためのログ送信応答を、前記ネットワークに送信する送信部と
、を備え、
　前記送信部は、前記測定ログが保持されていない場合であっても、前記ログ送信応答を
前記ネットワークに送信することを特徴とする無線端末。
【請求項７】
　無線端末に適用されるプロセッサであって、
　前記プロセッサは、
　前記無線端末が、ネットワークから受信した測定構成メッセージによって設定された測
定構成に従って、無線環境の測定結果を含む測定ログを保持するための処理と、
　前記無線端末が、前記ネットワークから前記測定ログの送信を要求するためのログ送信
要求を受信した後、前記測定ログが保持されていない場合であっても、前記測定ログを送
信するためのログ送信応答を前記ネットワークに送信するための処理と、
を行うように構成されている、ことを特徴とするプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線環境の測定及び収集を行う無線測定収集方法、無線端末、及びプロセッ
サに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムでは、無線基地局の周辺にビルが建設されたり、当該無線基地局の周
辺基地局の設置状況が変化したりすると、当該無線基地局に係る無線環境が変化する。こ
のため、従来では、オペレータにより、測定機材を搭載した測定用車両を使用して、無線
環境を測定及び収集するドライブテストが行われている。
【０００３】
　このような無線環境の測定及び収集は、無線基地局等のパラメータの最適化に貢献でき
るが、工数が多く、且つ費用が高いという課題がある。そこで、移動通信システムの標準
化プロジェクトである３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）では、ユーザが
所持する無線端末を使用して、無線環境の測定及び収集を自動化する技術であるＭＤＴ（
Minimization of Drive Test）の仕様策定が進められている（非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP TR 36.805 V9.0.0 “Study on Minimization of drive-tests in 
Next Generation Networks”, 2009-12、及び、3GPP TS 37.320 v0.7.0, “Radio measur
ement collection for Minimization of Drive Tests (MDT)”, 2010-07
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＭＤＴの一形態である記録型ＭＤＴ（Logged MDTと称される）では、以下の方法で無線
環境の測定及び収集を行うことが想定されている。まず、無線基地局を含んで構成される
ネットワークが、測定構成（Configuration）を設定する測定構成メッセージを無線端末
に送信する。次に、無線端末が、アイドル状態（すなわち待ち受け中の状態）において、
ネットワークから受信した測定構成メッセージによって設定された測定構成に従って、無
線環境の測定結果を含む測定ログを保持する処理（Logging）を行う。
【０００６】
　そして、ネットワークは、測定ログの送信を要求するためのログ送信要求を無線端末に
送信する。その後、当該無線端末は、測定ログを送信するためのログ送信応答をネットワ
ークに送信する。しかしながら、無線端末は、測定期間が満了してから所定時間（具体的
には、４８時間）が経過した以降は、測定ログを保持しておく義務はない。このため、無
線端末がログ送信要求を受信した後に測定ログを削除する可能性があるが、現状ではこの
ような事態が想定されていないため、ネットワーク側で予期せぬエラーが発生する虞があ
る。
【０００７】
　そこで、本発明は、ネットワーク側で予期せぬエラーが発生することを防ぐことができ
る無線測定収集方法及び無線端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は以下のような特徴を有している。
【０００９】
　まず、本発明に係る無線測定収集方法の特徴は、ネットワーク（例えばＥ－ＵＴＲＡＮ
）から受信した測定構成メッセージ（例えばIdleMDTConfigurationメッセージ）によって
設定された測定構成に従って、無線環境の測定結果を含む測定ログを保持する処理を行う
無線端末（例えば無線端末ＵＥ）を用いた無線測定収集方法であって、前記ネットワーク
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が、前記測定ログの送信を要求するためのログ送信要求（例えばUEInformationRequestメ
ッセージ）を前記無線端末に送信するステップＡと、前記無線端末が、前記測定ログを送
信するためのログ送信応答（例えばUEInformationResponseメッセージ）を前記ネットワ
ークに送信するステップＢと、を備え、前記ステップＢにおいて、前記無線端末は、前記
測定ログが保持されていない場合であっても、前記ログ送信応答を前記ネットワークに送
信することを要旨とする。
【００１０】
　本発明に係る無線測定収集方法の他の特徴は、上述した特徴において、前記無線端末が
、測定期間が満了してから所定時間が経過して、前記測定ログが削除された場合であって
も、前記ログ送信応答を前記ネットワークに送信することを要旨とする。
【００１１】
　本発明に係る無線測定収集方法の他の特徴は、上述した特徴において、前記無線端末が
、アイドル状態から接続状態に移行する際に、前記測定ログを保持していることを示すロ
グ保持情報（例えばAvailability Indicator）を前記ネットワークに送信し、前記ステッ
プＡにおいて、前記ネットワークは、前記ログ保持情報に基づいて、前記ログ送信要求を
前記無線端末に送信することを要旨とする。
【００１２】
　本発明に係る無線測定収集方法の他の特徴は、上述した特徴において、前記無線端末が
、アイドル状態から接続状態への遷移が完了した旨の遷移完了メッセージ（例えばRRCCon
nectionSetupCompleteメッセージ）を前記ネットワークに送信し、前記ステップＡにおい
て、前記ネットワークは、前記接続状態に遷移した無線端末に対して、前記ログ送信要求
を送信することを要旨とする。
【００１３】
　本発明に係る無線測定収集方法の他の特徴は、上述した特徴において、前記遷移完了メ
ッセージは、前記測定ログを保持していることを示すログ保持情報（例えばAvailability
 Indicator）を含むことを要旨とする。
【００１４】
　本発明に係る無線端末の特徴は、ネットワークから受信した測定構成メッセージによっ
て設定された測定構成に従って、無線環境の測定結果を含む測定ログを保持する処理を行
う無線端末であって、前記ネットワークから、前記測定ログの送信を要求するためのログ
送信要求を受信する受信部と、前記測定ログを送信するためのログ送信応答を、前記ネッ
トワークに送信する送信部と、を備え、前記送信部は、前記測定ログが記憶されていない
場合であっても、前記ログ送信応答を前記ネットワークに送信することを要旨とする。
【００１５】
　本発明に係るプロセッサの特徴は、無線端末に適用されるプロセッサであって、前記プ
ロセッサは、前記無線端末が、ネットワークから受信した測定構成メッセージによって設
定された測定構成に従って、無線環境の測定結果を含む測定ログを保持するための処理と
、前記無線端末が、前記ネットワークから前記測定ログの送信を要求するためのログ送信
要求を受信した後、前記測定ログが保持されていない場合であっても、前記測定ログを送
信するためのログ送信応答を前記ネットワークに送信するための処理と、を行うように構
成されている、ことを要旨とする。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、第１実施形態に係る移動通信システム１の全体概略構成を示す図である
。
【図２】図２は、無線基地局ｅＮＢの構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、無線端末ＵＥの構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、第１実施形態に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。
【図５】図５は、第１実施形態の変更例に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図であ
る。
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【図６】図６は、第２実施形態に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。
【図７】図７は、第２実施形態の変更例１に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図で
ある。
【図８】図８は、第２実施形態の変更例２に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図で
ある。
【図９】図９は、その他の実施形態の選択肢1に係る無線測定収集方法を示すシーケンス
図である。
【図１０】図１０は、その他の実施形態の選択肢2に係る無線測定収集方法を示すシーケ
ンス図である。
【図１１】図１１は、その他の実施形態の選択肢3に係る無線測定収集方法を示すシーケ
ンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図面を参照して、本発明の第１実施形態、第２実施形態、及びその他の実施形態を説明
する。以下の各実施形態における図面において、同一又は類似の部分には同一又は類似の
符号を付している。
【００１８】
　以下においては、３ＧＰＰで仕様が策定されているＬＴＥ（Long Term Evolution）－
Ａｄｖａｎｃｅｄに基づいて構成される移動通信システムを主として説明する。ただし、
ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄに限らず、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple 
Access）に基づいて構成される移動通信システム等についても本発明を適用できることに
留意されたい。
【００１９】
　（１）第１実施形態
　第１実施形態では、（１．１）移動通信システムの概要、（１．２）無線基地局の構成
、（１．３）無線端末の構成、（１．４）無線測定収集方法、（１．５）第１実施形態の
効果、（１．６）第１実施形態の変更例について説明する。
【００２０】
　（１．１）移動通信システムの概要
　図1は、第１実施形態に係る移動通信システム１の全体概略構成を示す図である。
【００２１】
　図1に示すように、移動通信システム１は、無線端末ＵＥ（User Equipment）、複数の
無線基地局ｅＮＢ（evolved Node-B）、保守監視装置ＯＡＭ（Operation and Maintenanc
e）、及び複数の移動管理装置ＭＭＥ（Mobility Management Entity）／ゲートウェイ装
置Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）を有する。
【００２２】
　複数の無線基地局ｅＮＢ（ｅＮＢ＃１～ｅＮＢ＃３）は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-UM
TS Terrestrial Radio Access　Network）を構成する。複数の無線基地局ｅＮＢのそれぞ
れは、無線端末ＵＥにサービスを提供すべき通信エリアであるセルを形成する。無線端末
ＵＥは、ユーザが所持する無線通信装置であり、ユーザ装置とも称される。
【００２３】
　隣接する各無線基地局ｅＮＢは、基地局間通信を提供する論理的な通信路であるＸ２イ
ンターフェースを介して互いに通信可能である。複数の無線基地局ｅＮＢのそれぞれは、
Ｓ１インターフェースを介して、ＥＰＣ（Evolved Packet Core）、具体的には、ＭＭＥ
（Mobility Management Entity）／Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）と通信可能である。ま
た、各無線基地局ｅＮＢは、オペレータによって運営される保守監視装置ＯＡＭと通信可
能である。
【００２４】
　なお、以下においては、Ｅ－ＵＴＲＡＮと保守監視装置ＯＡＭとを併せて適宜「ネット
ワーク」と称する。ただし、異なる無線通信方式（RAT: Radio Access Technology）の無
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線アクセスネットワークが「ネットワーク」に含まれてもよい。
【００２５】
　移動通信システム１は、記録型ＭＤＴ（Logged MDTと称される）をサポートする。記録
型ＭＤＴとは、アイドル状態の無線端末ＵＥが、設定された条件を満たすときに測定を行
い、測定結果を含む測定ログを後でネットワークに報告するために保持するものである。
記録型ＭＤＴでは、以下の方法で無線環境の測定及び収集を行う。
【００２６】
　第１に、ネットワークが、測定構成を設定する測定設定メッセージであるIdleMDTConfi
gurationメッセージを無線端末ＵＥに送信する。測定構成は、測定対象（measurements t
o be logged）、測定トリガ（triggering of logging event）、測定時間（total durati
on of logging）、タイムスタンプ（network absolute time stamp）、及び測定エリア（
measurements area）を含む。ただし、測定エリア（measurements area）は、測定構成に
含まれなくてもよい。なお、測定構成は、MDT Configurationと称されることがある。
【００２７】
　第２に、無線端末ＵＥが、アイドル状態、且つ測定期間において、IdleMDTConfigurati
onメッセージに従って無線環境の測定を行うとともに、当該測定の結果を含む測定ログを
保持する。具体的には、無線端末ＵＥは、IdleMDTConfigurationメッセージによる測定構
成の設定時に測定期間のタイマ（duration timer）を起動し、当該タイマが満了すると測
定ログの記録を終了する。なお、無線環境とは、参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ）や参照
信号の受信品質（ＲＳＲＱ）である。また、測定ログは、無線環境の測定結果に加え、位
置情報やタイムスタンプを含んでもよい。位置情報とは、サービングセルのＥＣＧＩ情報
、ＧＮＳＳ（ＧＰＳ）情報、又はＲＦフィンガープリントである。
【００２８】
　第３に、無線端末ＵＥが、アイドル状態（RRC Idle state）から接続状態（RRC Connec
ted state）に移行する際に、測定ログを保持していることを示すログ保持情報（Availab
ility Indicatorと称される）をネットワークに送信する。具体的には、無線端末ＵＥは
、接続状態の確立が完了したことを示すRRCConnectionSetupCompleteメッセージにログ保
持情報を含めてネットワークに送信する。
【００２９】
　第４に、ネットワークが、受信したログ保持情報に基づいて、測定ログの報告を要求す
る要求メッセージであるUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信する。無
線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを受信すると、保持している測定ログを
含むUEInformationResponseメッセージをネットワークに送信する。
【００３０】
　記録型ＭＤＴでは、複数の測定構成を同時に無線端末ＵＥに設定することができない。
このため、測定ログを保持している無線端末ＵＥがネットワークから新たな測定構成メッ
セージを受信して新たな測定構成を設定する場合、無線端末ＵＥは、設定する測定構成を
新たな測定構成に置き換えるとともに、保持している測定ログを消去する。
【００３１】
　なお、Ｅ－ＵＴＲＡＮとは異なるＲＡＴで無線端末ＵＥに測定構成が設定されることが
ある。無線端末ＵＥは、測定構成が設定されたＲＡＴとは異なるＲＡＴにおいては、ログ
保持情報を送信しない。このため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、無線端末ＵＥが測定ログを保持し
ているにも拘わらず、新たな測定構成を無線端末ＵＥに設定してしまう可能性がある。
【００３２】
　そこで、第１実施形態では、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（無線基地局ｅＮＢ）は、ログ保持情報を
無線端末ＵＥから受信しなくても、IdleMDTConfigurationメッセージを送信する前に、所
定のメッセージとしてのUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信すること
によって、測定ログの損失を抑制する。
【００３３】
　（１．２）無線基地局の構成
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　図2は、無線基地局ｅＮＢの構成を示すブロック図である。
【００３４】
　図2に示すように、無線基地局ｅＮＢは、アンテナ１０１、無線通信部１１０、ネット
ワーク通信部１２０、記憶部１３０、及び制御部１４０を有する。
【００３５】
　アンテナ１０１は、無線信号の送受信に用いられる。無線通信部１１０は、例えば無線
周波数（ＲＦ）回路やベースバンド（ＢＢ）回路等を用いて構成され、アンテナ１０１を
介して無線信号を送受信する。また、無線通信部１１０は、送信信号の変調と受信信号の
復調とを行う。ネットワーク通信部１２０は、他のネットワーク装置（保守監視装置ＯＡ
Ｍや他の無線基地局ｅＮＢ等）との通信を行う。記憶部１３０は、例えばメモリを用いて
構成され、無線基地局ｅＮＢの制御等に用いられる各種の情報を記憶する。制御部１４０
は、例えばＣＰＵを用いて構成され、無線基地局ｅＮＢが備える各種の機能を制御する。
【００３６】
　制御部１４０は、測定制御部１４１及びログ取得処理部１４２を有する。
【００３７】
　測定制御部１４１は、（ネットワークによって選択された）無線端末ＵＥに測定構成を
設定すると決定すると、測定構成を設定するIdleMDTConfigurationメッセージを生成する
。そして、測定制御部１４１は、当該IdleMDTConfigurationメッセージを無線端末ＵＥに
送信するよう無線通信部１１０を制御する。
【００３８】
　ログ取得処理部１４２は、無線端末ＵＥから測定ログを取得する処理を行う。ログ取得
処理部１４２は、IdleMDTConfigurationメッセージの送信前に、UEInformationRequestメ
ッセージを生成し、生成したUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信する
よう無線通信部１１０を制御する。ログ取得処理部１４２は、UEInformationRequestメッ
セージに応じて無線端末ＵＥから送信（報告）されたUEInformationResponseメッセージ
を無線通信部１１０が受信すると、受信したUEInformationResponseメッセージに含まれ
る測定ログを取得する。
【００３９】
　そして、ログ取得処理部１４２は、取得した測定ログを保守監視装置ＯＡＭに送信する
ようネットワーク通信部１２０を制御する。なお、ログ取得処理部１４２は、測定ログを
保守監視装置ＯＡＭに送信するケースに限らず、当該測定ログの内容を解釈し、自無線基
地局ｅＮＢのパラメータ調整に使用してもよい。
【００４０】
　（１．３）無線端末の構成
　図3は、無線端末ＵＥの構成を示すブロック図である。
【００４１】
　図3に示すように、無線端末ＵＥは、アンテナ２０１、無線通信部２１０、ユーザイン
ターフェース部２２０、ＧＰＳ受信機２３０、バッテリ２４０、記憶部２５０、及び制御
部２６０を有する。ただし、無線端末ＵＥは、ＧＰＳ受信機２３０を有していなくてもよ
い。
【００４２】
　アンテナ２０１は、無線信号の送受信に用いられる。無線通信部２１０は、例えば無線
周波数（ＲＦ）回路やベースバンド（ＢＢ）回路等を用いて構成され、アンテナ２０１を
介して無線信号を送受信する。また、無線通信部２１０は、送信信号の変調と受信信号の
復調とを行う。ユーザインターフェース部２２０は、ユーザとのインターフェースとして
機能するディスプレイやボタン等である。バッテリ２４０は、無線端末ＵＥの各ブロック
に供給される電力を蓄える。記憶部２５０は、例えばメモリを用いて構成され、無線端末
ＵＥの制御等に用いられる各種の情報を記憶する。制御部２６０は、例えばＣＰＵを用い
て構成され、無線端末ＵＥが備える各種の機能を制御する。
【００４３】
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　制御部２６０は、測定処理部２６１及び測定情報管理部２６２を有する。
【００４４】
　測定処理部２６１は、接続状態において、IdleMDTConfigurationメッセージを無線通信
部２１０が受信すると、受信したIdleMDTConfigurationメッセージに含まれる測定構成を
設定（すなわち、記憶部２５０に記憶）する。
【００４５】
　測定処理部２６１は、アイドル状態において、記憶部２５０に記憶された測定構成に従
って無線環境の測定及び位置情報の取得等を行うとともに、測定結果及び位置情報等を含
む測定ログを保持（すなわち、記憶部２５０に記憶）する。具体的には、測定処理部２６
１は、測定対象（measurements to be logged）で指定された周波数、及び測定トリガ（t
riggering of logging event）で指定されたトリガでの測定を行う。また、測定処理部２
６１は、測定エリア（measurements area）で指定されたセルＩＤ又はトラッキングエリ
アにキャンプする場合にのみ測定を行う。
【００４６】
　また、測定処理部２６１は、測定構成の設定時に測定期間のタイマ（duration timer）
を起動し、当該タイマが満了すると測定ログの記録を終了する。
【００４７】
　測定情報管理部２６２は、記憶部２５０に保持された測定構成及び測定ログを管理する
。また、測定情報管理部２６２は、測定期間のタイマ（duration timer）が満了すると、
測定構成を消去する。さらに、測定情報管理部２６２は、測定構成及び測定ログを保持し
ている際にネットワークから新たな測定構成メッセージを受信して新たな測定構成を設定
する場合、新たな測定構成に置き換えるとともに、保持している測定ログを消去する。
【００４８】
　測定情報管理部２６２は、記憶部２５０に測定ログが保持されている場合であって、ア
イドル状態から接続状態への移行が完了した際に、測定ログを保持していることを示すロ
グ保持情報を、アイドル状態から接続状態への移行が完了したことを示すRRCConnectionS
etupCompleteメッセージに含めて送信するよう無線通信部２１０を制御する。ただし、測
定情報管理部２６２は、測定構成が設定されたＲＡＴとは異なるＲＡＴにおいては、ログ
保持情報を送信しないよう制御する。
【００４９】
　測定情報管理部２６２は、接続状態において、UEInformationRequestメッセージを無線
通信部２１０が受信すると、測定ログを取得し、取得した測定ログを含むUEInformationR
esponseメッセージを生成する。そして、測定情報管理部２６２は、生成したUEInformati
onResponseメッセージをネットワーク（無線基地局ｅＮＢ）に送信するよう無線通信部２
１０を制御する。このようにして測定ログがネットワークに報告されると、測定情報管理
部２６２は、記憶部２５０に記憶された測定ログを消去する。
【００５０】
　なお、測定情報管理部２６２は、測定期間のタイマが満了してから４８時間以内に、ネ
ットワークへの測定ログの報告ができないケースでは、当該測定ログを消去することも可
能である。
【００５１】
　（１．４）無線測定収集方法
　図4は、第１実施形態に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。本シーケン
スでは、Ｅ－ＵＴＲＡＮとは異なるＲＡＴで無線端末ＵＥに測定構成が設定されるケース
を説明する。無線端末ＵＥは、測定構成が設定されたＲＡＴとは異なるＲＡＴにおいては
、ログ保持情報（Availability Indicator）を送信しない。このため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは
、無線端末ＵＥが測定ログを保持しているにも拘わらず、新たな測定構成を無線端末ＵＥ
に設定してしまう可能性がある。
【００５２】
　図4に示すように、ステップＳ１０１において、無線端末ＵＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮとは
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異なるＲＡＴからIdleMDTConfigurationメッセージを受信する。
【００５３】
　無線端末ＵＥは、IdleMDTConfigurationメッセージを受信すると、ステップＳ１０２に
おいて、受信したIdleMDTConfigurationメッセージに含まれる測定構成を自無線端末ＵＥ
に設定する。
【００５４】
　ステップＳ１０３において、無線端末ＵＥは、接続状態からアイドル状態に移行する。
【００５５】
　ステップＳ１０４において、アイドル状態の無線端末ＵＥは、設定した測定構成に従っ
て無線環境の測定を行うとともに、当該測定の結果を含む測定ログを保持する。
【００５６】
　ステップＳ１０５において、無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢとの接続処理を行う。
【００５７】
　ステップＳ１０６において、無線端末ＵＥは、アイドル状態から接続状態に移行する。
【００５８】
　ステップＳ１０７において、無線端末ＵＥは、無線端末ＵＥは、アイドル状態から接続
状態への移行が完了したことを示すRRCConnectionSetupCompleteメッセージを無線基地局
ｅＮＢに送信する。なお、無線端末ＵＥは、測定構成が設定されたＲＡＴとは異なるＲＡ
Ｔであることから、ログ保持情報（Availability Indicator）を送信しない。
【００５９】
　ステップＳ１０８において、無線基地局ｅＮＢは、例えば保守監視装置ＯＡＭからの指
示に応じて、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定する。
【００６０】
　無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定すると、ステップＳ１
０９において、測定ログの送信を要求するUEInformationRequestメッセージを生成し、生
成したUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【００６１】
　無線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信すると
、ステップＳ１１０において、保持している測定ログを含むUEInformationResponseメッ
セージを生成し、生成したUEInformationResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信
する。このようにして測定ログがネットワークに報告されると、無線端末ＵＥは、保持し
ている測定ログを消去する。なお、無線基地局ｅＮＢは、測定ログを含むUEInformationR
esponseメッセージを無線端末ＵＥから受信すると、受信したUEInformationResponseメッ
セージに含まれる測定ログを取得し、取得した測定ログを保守監視装置ＯＡＭに送信する
。無線基地局ｅＮＢは、測定ログを保守監視装置ＯＡＭに送信する前に、その情報（測定
ログ）を自ら使用してもよい。
【００６２】
　一方、無線端末ＵＥがUEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信し
た際に測定ログを保持していない場合、ステップＳ１１０において、無線端末ＵＥは、測
定ログを保持していない旨の情報を含むUEInformationResponseメッセージを生成し、生
成したUEInformationResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信する。あるいは、無
線端末ＵＥは、測定ログを保持していない旨の情報を含むUEInformationResponseメッセ
ージに代えて、測定ログを保持していないことを通知するメッセージを無線基地局ｅＮＢ
に送信してもよい。
【００６３】
　ステップＳ１１１において、無線基地局ｅＮＢは、測定構成を設定するIdleMDTConfigu
rationメッセージを生成し、生成したIdleMDTConfigurationメッセージを無線端末ＵＥに
送信する。
【００６４】
　無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢからIdleMDTConfigurationメッセージを受信すると
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、ステップＳ１１２において、保持している測定構成を、IdleMDTConfigurationメッセー
ジに含まれる新たな測定構成に置き換える。
【００６５】
　なお、本シーケンスにおいては、Ｅ－ＵＴＲＡＮとは異なるＲＡＴで無線端末ＵＥに測
定構成が設定されるケースを説明したが、Ｅ－ＵＴＲＡＮで無線端末ＵＥに測定構成が設
定されてもよい。
【００６６】
　（１．５）第１実施形態の効果
　以上説明したように、第１実施形態によれば、測定ログを保持している無線端末ＵＥは
、無線基地局ｅＮＢから新たなIdleMDTConfigurationメッセージを受信して新たな測定構
成を設定する場合でも、当該新たなIdleMDTConfigurationメッセージを受信する前に、保
持している測定ログを無線基地局ｅＮＢに送信できる。したがって、測定ログの損失を抑
制できる。
【００６７】
　特に、無線基地局ｅＮＢは、ログ保持情報（Availability Indicator）を無線端末ＵＥ
から受信しなくても、IdleMDTConfigurationメッセージを送信する前にUEInformationReq
uestメッセージを無線端末ＵＥに送信することによって、測定ログの損失をより確実に抑
制できる。
【００６８】
　（１．６）第１実施形態の変更例
　第１実施形態では、無線端末ＵＥが、UEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅ
ＮＢから受信した際に測定ログを保持していない場合、測定ログを保持していない旨を無
線基地局ｅＮＢに通知するケースを説明した。本変更例では、無線端末ＵＥが、UEInform
ationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信した際に測定ログを保持していない
場合、測定ログを保持していない旨を無線基地局ｅＮＢに通知しないケースを説明する。
【００６９】
　図5は、第１実施形態の変更例に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。ス
テップＳ２０１～ステップＳ２０８の処理は第１実施形態と同様であるため、ステップＳ
２０９以降の処理を説明する。
【００７０】
　図5に示すように、無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定す
ると、ステップＳ２０９において、測定ログの送信を要求するUEInformationRequestメッ
セージを生成し、生成したUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【００７１】
　ステップＳ２１０において、無線基地局ｅＮＢは、UEInformationRequestメッセージを
無線端末ＵＥに送信した際に、一定時間を計時するためのタイマを起動する。
【００７２】
　無線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信した際
に測定ログを保持している場合に、ステップＳ２１１において、保持している測定ログを
含むUEInformationResponseメッセージを生成し、生成したUEInformationResponseメッセ
ージを無線基地局ｅＮＢに送信する。
【００７３】
　一方、無線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信
した際に測定ログを保持していない場合に、UEInformationResponseメッセージの送信を
省略する。
【００７４】
　上記タイマが満了すると、ステップＳ２１２において、無線基地局ｅＮＢは、測定構成
を設定するIdleMDTConfigurationメッセージを生成し、生成したIdleMDTConfigurationメ
ッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【００７５】
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　無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢからIdleMDTConfigurationメッセージを受信すると
、ステップＳ２１３において、保持している測定構成を、IdleMDTConfigurationメッセー
ジに含まれる新たな測定構成に置き換える。
【００７６】
　このように、本変更例によれば、無線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを
無線基地局ｅＮＢから受信した際に測定ログを保持していない場合に、UEInformationRes
ponseメッセージの送信を省略する。これにより、第１実施形態と比較して、UEInformati
onResponseメッセージの送信に要する無線リソースを節約できる。
【００７７】
　（２）第２実施形態
　第１実施形態では、無線基地局ｅＮＢは、IdleMDTConfigurationメッセージを送信する
前に、所定のメッセージとしてのUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信
していた。第２実施形態では、無線基地局ｅＮＢは、IdleMDTConfigurationメッセージを
送信する前に、所定のメッセージとしてのMDTConfigurationSetupメッセージを無線端末
ＵＥに送信する。MDTConfigurationSetupメッセージは、無線端末ＵＥにおける測定ログ
の保持状態を示す情報の送信を要求するメッセージである。
【００７８】
　第２実施形態では、第１実施形態との相違点を説明し、重複する説明を省略する。以下
において、（２．１）無線基地局及び無線端末の構成、（２．２）無線測定収集方法、（
２．３）第２実施形態の効果、（２．４）第２実施形態の変更例１、（２．５）第２実施
形態の変更例２について説明する。
【００７９】
　（２．１）無線基地局及び無線端末の構成
　再び図2を用いて、第２実施形態に係る無線基地局ｅＮＢについて、第１実施形態との
相違点を説明する。
【００８０】
　第２実施形態に係る無線基地局ｅＮＢでは、ログ取得処理部１４２は、無線端末ＵＥか
ら測定ログを取得する処理を行う。ログ取得処理部１４２は、IdleMDTConfigurationメッ
セージの送信前に、MDTConfigurationSetupメッセージを生成し、生成したMDTConfigurat
ionSetupメッセージを無線端末ＵＥに送信するよう無線通信部１１０を制御する。また、
ログ取得処理部１４２は、MDTConfigurationSetupメッセージの送信後、測定ログを保持
しているかの情報を含むMDTConfigurationSetupResponseメッセージを無線通信部１１０
が無線端末ＵＥから受信する。ログ取得処理部１４２は、MDTConfigurationSetupRespons
eメッセージを無線通信部１１０が無線端末ＵＥから受信し、その中に測定ログを保持し
ている旨の情報が含まれていた場合に、UEInformationRequestメッセージを生成し、生成
したUEInformationRequestメッセージを無線端末ＵＥに送信するよう無線通信部１１０を
制御する。そして、ログ取得処理部１４２は、無線端末ＵＥから送信（報告）されたUEIn
formationResponseメッセージを無線通信部１１０が受信すると、受信したUEInformation
Responseメッセージに含まれる測定ログを取得する。
【００８１】
　再び図3を用いて、第２実施形態に係る無線端末ＵＥについて、第１実施形態との相違
点を説明する。
【００８２】
　第２実施形態に係る無線端末ＵＥでは、測定情報管理部２６２は、接続状態において、
MDTConfigurationSetupメッセージを無線通信部２１０が受信すると、測定ログを保持し
ているか否かを示すMDTConfigurationSetupResponseメッセージを生成し、生成したMDTCo
nfigurationSetupResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信するよう無線通信部２１
０を制御する。
【００８３】
　なお、測定情報管理部２６２は、無線端末ＵＥの能力を示す能力情報をMDTConfigurati
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onSetupResponseメッセージに含めてもよい。無線端末ＵＥの能力とは、例えば、空きメ
モリ容量や、バッテリ残量、ＧＰＳの有無等を意味する。能力情報をMDTConfigurationSe
tupResponseメッセージに含めることで、IdleMDTConfigurationメッセージの送信前に無
線端末ＵＥの能力をネットワークが把握できるため、無線端末ＵＥの能力に適したIdleMD
TConfigurationメッセージをネットワークから無線端末ＵＥに送信可能になる。
【００８４】
　（２．２）無線測定収集方法
　図6は、第２実施形態に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。ステップＳ
３０１～ステップＳ３０８の処理は第１実施形態と同様であるため、ステップＳ３０９以
降の処理を説明する。
【００８５】
　図6に示すように、無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定す
ると、ステップＳ３０９において、MDTConfigurationSetupメッセージを生成し、生成し
たMDTConfigurationSetupメッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【００８６】
　無線端末ＵＥは、MDTConfigurationSetupメッセージを受信すると、ステップＳ３１０
において、測定ログを保持しているか否かを示すMDTConfigurationSetupResponseメッセ
ージを生成し、生成したMDTConfigurationSetupResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢ
に送信する。ここでは、無線端末ＵＥが、測定ログを保持していることを示すMDTConfigu
rationSetupResponseメッセージを送信したものとする。なお、無線端末ＵＥは、無線端
末ＵＥの能力を示す能力情報をMDTConfigurationSetupResponseメッセージに含めて送信
してもよい。
【００８７】
　無線基地局ｅＮＢは、測定ログを保持していることを示すMDTConfigurationSetupRespo
nseメッセージを受信すると、ステップＳ３１１において、測定ログの送信を要求するUEI
nformationRequestメッセージを生成し、生成したUEInformationRequestメッセージを無
線端末ＵＥに送信する。MDTConfigurationSetupResponseメッセージに能力情報が含まれ
る場合、無線基地局ｅＮＢは、能力情報を保守監視装置ＯＡＭに送信してもよい。
【００８８】
　無線端末ＵＥは、UEInformationRequestメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信すると
、ステップＳ３１２において、保持している測定ログを含むUEInformationResponseメッ
セージを生成し、生成したUEInformationResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信
する。
【００８９】
　無線基地局ｅＮＢは、測定ログを含むUEInformationResponseメッセージを無線端末Ｕ
Ｅから受信すると、受信したUEInformationResponseメッセージに含まれる測定ログを取
得し、取得した測定ログを保守監視装置ＯＡＭに送信する。無線基地局ｅＮＢは、測定ロ
グを保守監視装置ＯＡＭに送信する前に、その情報（測定ログ）を自ら使用してもよい。
【００９０】
　ステップＳ３１３において、無線基地局ｅＮＢは、測定構成を設定するIdleMDTConfigu
rationメッセージを生成し、生成したIdleMDTConfigurationメッセージを無線端末ＵＥに
送信する。なお、無線基地局ｅＮＢは、MDTConfigurationSetupResponseメッセージに能
力情報が含まれる場合に、当該能力情報を考慮してIdleMDTConfigurationメッセージを生
成してもよい。
【００９１】
　無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢからIdleMDTConfigurationメッセージを受信すると
、ステップＳ３１４において、保持している測定構成を、IdleMDTConfigurationメッセー
ジに含まれる新たな測定構成に置き換える。
【００９２】
　（２．３）第２実施形態の効果
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　以上説明したように、第２実施形態によれば、測定ログを保持している無線端末ＵＥは
、無線基地局ｅＮＢから新たなIdleMDTConfigurationメッセージを受信して新たな測定構
成を設定する場合でも、当該新たなIdleMDTConfigurationメッセージを受信する前に、保
持している測定ログを無線基地局ｅＮＢに送信できる。したがって、測定ログの損失を抑
制できる。
【００９３】
　特に、無線基地局ｅＮＢは、ログ保持情報（Availability Indicator）を無線端末ＵＥ
から受信しなくても、IdleMDTConfigurationメッセージを送信する前にMDTConfiguration
Setupメッセージを無線端末ＵＥに送信することによって、測定ログの損失をより確実に
抑制できる。
【００９４】
　また、無線端末ＵＥの能力を示す能力情報をMDTConfigurationSetupResponseメッセー
ジに含めることによって、ネットワーク（無線基地局ｅＮＢ）は、無線端末ＵＥの能力に
適したIdleMDTConfigurationメッセージを無線端末ＵＥに送信可能になるため、効率的な
無線測定収集を実現できる。
【００９５】
　（２．４）第２実施形態の変更例１
　第２実施形態では、無線端末ＵＥが、MDTConfigurationSetupメッセージを受信した際
に測定ログを保持している場合に、測定ログを保持していることを示すMDTConfiguration
SetupResponseメッセージを送信していた。本変更例では、無線端末ＵＥが、MDTConfigur
ationSetupメッセージを受信した際に測定ログを保持している場合に、測定ログをMDTCon
figurationSetupResponseメッセージに含めて送信する。
【００９６】
　図7は、第２実施形態の変更例１に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。
ステップＳ４０１～ステップＳ４０８の処理は第２実施形態と同様であるため、ステップ
Ｓ４０９以降の処理を説明する。
【００９７】
　図7に示すように、無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定す
ると、ステップＳ４０９において、MDTConfigurationSetupメッセージを生成し、生成し
たMDTConfigurationSetupメッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【００９８】
　無線端末ＵＥは、MDTConfigurationSetupメッセージを受信すると、ステップＳ４１０
において、MDTConfigurationSetupResponseメッセージを生成し、生成したMDTConfigurat
ionSetupResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信する。ここで、無線端末ＵＥは、
測定ログを保持している場合に、測定ログを含むMDTConfigurationSetupResponseメッセ
ージを生成する。一方、無線端末ＵＥは、測定ログを保持していない場合に、測定ログを
保持していない旨のMDTConfigurationSetupResponseメッセージを生成する。なお、測定
ログを保持していなければ、無線端末UEは、測定ログをMDTConfigurationSetupResponse
メッセージに含めることなく送信し、無線基地局eNBは、MDTConfigurationSetupResponse
メッセージに測定ログが含まれなければ、無線端末UEがログを保持していないとみなす手
法をとってもよい。ここでは、無線端末ＵＥが、測定ログを含むMDTConfigurationSetupR
esponseメッセージを生成したものとする。なお、無線端末ＵＥは、無線端末ＵＥの能力
を示す能力情報をMDTConfigurationSetupResponseメッセージに含めて送信してもよい。
【００９９】
　無線基地局ｅＮＢは、MDTConfigurationSetupResponseメッセージを受信すると、ステ
ップＳ４１１において、測定構成を設定するIdleMDTConfigurationメッセージを生成し、
生成したIdleMDTConfigurationメッセージを無線端末ＵＥに送信する。なお、無線基地局
ｅＮＢは、MDTConfigurationSetupResponseメッセージに能力情報が含まれる場合に、当
該能力情報を考慮してIdleMDTConfigurationメッセージを生成してもよい。
【０１００】
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　無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢからIdleMDTConfigurationメッセージを受信すると
、ステップＳ４１２において、保持している測定構成を、IdleMDTConfigurationメッセー
ジに含まれる新たな測定構成に置き換える。
【０１０１】
　このように、本変更例によれば、無線端末ＵＥは、MDTConfigurationSetupメッセージ
を受信した際に測定ログを保持している場合に、測定ログをMDTConfigurationSetupRespo
nseメッセージに含めて送信する。これにより、第１実施形態と比較して、UEInformation
Requestメッセージ及びUEInformationResponseメッセージの送信に要する無線リソースを
節約できる。
【０１０２】
　（２．５）第２実施形態の変更例２
　本変更例では、第１実施形態の変更例と同様に、タイマを使用する形態を説明する。
【０１０３】
　図8は、第２実施形態の変更例２に係る無線測定収集方法を示すシーケンス図である。
ステップＳ５０１～ステップＳ５０８の処理は第２実施形態と同様であるため、ステップ
Ｓ５０９以降の処理を説明する。
【０１０４】
　図8に示すように、無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥに測定構成を設定すると決定す
ると、ステップＳ５０９において、MDTConfigurationSetupメッセージを生成し、生成し
たMDTConfigurationSetupメッセージを無線端末ＵＥに送信する。
【０１０５】
　ステップＳ５１０において、無線基地局ｅＮＢは、MDTConfigurationSetupメッセージ
を無線端末ＵＥに送信した際に、一定時間を計時するためのタイマを起動する。
【０１０６】
　無線端末ＵＥは、MDTConfigurationSetupメッセージを無線基地局ｅＮＢから受信した
際に測定ログを保持している場合に、ステップＳ５１１において、保持している測定ログ
を含むMDTConfigurationSetupResponseメッセージを生成し、生成したMDTConfigurationS
etupResponseメッセージを無線基地局ｅＮＢに送信する。なお、無線端末ＵＥは、無線端
末ＵＥの能力を示す能力情報をMDTConfigurationSetupResponseメッセージに含めて送信
してもよい。
【０１０７】
　一方、無線端末ＵＥは、MDTConfigurationSetupメッセージを無線基地局ｅＮＢから受
信した際に測定ログを保持していない場合に、測定ログを含めずにMDTConfigurationSetu
pResponseメッセージを送信する。
【０１０８】
　上記タイマが満了すると、ステップＳ５１２において、無線基地局ｅＮＢは、測定構成
を設定するIdleMDTConfigurationメッセージを生成し、生成したIdleMDTConfigurationメ
ッセージを無線端末ＵＥに送信する。なお、無線基地局ｅＮＢは、MDTConfigurationSetu
pResponseメッセージに能力情報が含まれる場合に、当該能力情報を考慮してIdleMDTConf
igurationメッセージを生成してもよい。
【０１０９】
　無線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢからIdleMDTConfigurationメッセージを受信すると
、ステップＳ５１３において、保持している測定構成を、IdleMDTConfigurationメッセー
ジに含まれる新たな測定構成に置き換える。
（３）その他の実施形態
　その他の実施形態では、異なるＲＡＴ間で記録型ＭＤＴ（Logged MDT）を行うケースに
ついて説明する。また、その他の実施形態では、無線端末を単にUEと称し、無線基地局を
単に(e)NBと称し、測定ログをLogged MDT dataあるいはlogged dataと称している。なお
、ＲＡＴは無線アクセス技術を意味し、異なるＲＡＴ間とは、例えば、ＬＴＥシステム及
びＷＣＤＭＡシステム間や、ＬＴＥシステム及びＧＳＭ(登録商標)システム間、ＬＴＥシ
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ステム及びＥＶＤＯシステム間などが挙げられる。
【０１１０】
　(3.1)導入
　Logged MDTについて既に決まっていることは、設定（コンフィグレーション）、測定収
集、測定に係る報告は、常に、同一ＲＡＴタイプのセルで行われるということである。Ｕ
ＥにはLogged MDT のためのＲＡＴ固有コンフィグレーションが１つのみ存在する。ネッ
トワークがコンフィグレーションを提供するとき、以前に構成されていたＭＤＴ測定コン
フィグレーションは全体として新たなコンフィグレーションに置換される。また、以前に
構成されていたＭＤＴ測定コンフィグレーションに対応する測定ログは、同時に消去され
る。新たなコンフィグレーションが提供される前の関連データを回収するかはネットワー
クに一任されている。なお、ネットワークは、ＲＡＴ間（インターＲＡＴ）協調を行う必
要があるかもしれない。
【０１１１】
　Logged MDT 測定を行うように構成されたＵＥは、接続を確立する間に、RRCConnection
SetupCompleteメッセージ中の1ビットのインジケータによって、Logged MDTデータの可用
性を示す。ＵＥは、当該ＵＥに対してLogged MDT測定を行うよう構成したＲＡＴへの接続
の場合で、ロギング期間が終了していない場合でも、RRC Connected modeへの移行毎のメ
ッセージに当該インジケーションを含める。ＵＥは、他のＲＡＴのＭＤＴ測定の可用性を
通知しない。ネットワークは、このインジケーションに基づいて測定ログを回収すること
を決定できる。 
【０１１２】
　(3.2)考察
　いくつかのオペレータは、データを回収する機会がネットワークに無い場合に、Logged
 MDT データの削除を望まない。しかしながら、現状は、他のＲＡＴでは可用性インジケ
ータを送信しないと決定されており、ログデータを回収するかはネットワークに一任され
るとしている。
【０１１３】
　ここで提案するのは、インターＲＡＴシナリオでの回収及びコンフィグレーションハン
ドリングのための３つの選択肢である。当該インターＲＡＴシナリオは、ＵＥがＲＡＴ－
Ａに接続しつつ既にＭＤＴコンフィグレーションが設定されていると仮定する。ＵＥは、
アイドル状態になり、ターゲットＲＡＴ（ＲＡＴ－Ｂ）に移動する。ＵＥは、ＲＡＴ－Ｂ
に移動する前にＲＡＴＡのＭＤＴ測定データを有しているか又は有していない。ＲＡＴ－
Ｂネットワークは、当該ＵＥに対して新たなＲＡＴ－ＢのＭＤＴコンフィグレーションを
再設定するＵＥは、新たなＭＤＴコンフィグレーションが設定されたときに全ての測定ロ
グを消去する。追加情報無く、ＲＡＴ－Ｂネットワークは、実行中のＭＤＴ活動を不注意
に置換し、有益なＵＥのログデータを削除し得る。
【０１１４】
　(3.2.1)インターＲＡＴデータ回収及びコンフィグレーション（再コンフィグレーショ
ン）のための選択肢
　以下は、インターＲＡＴシナリオでの回収及びコンフィグレーションハンドリングのた
めの３つの選択肢である。
【０１１５】
　(3.2.1.1)選択肢１ 
　図９に示すように、選択肢１では、データ回収及びＭＤＴコンフィグレーション（再コ
ンフィグレーション）のために既存プロトコルが利用される。
【０１１６】
　1.ステップ１において、(ｅ)ＮＢは、記録されたＭＤＴデータ（仮に存在すれば）を回
収するために、UEInformationRequestメッセージをＵＥに送る。上記で仮定したように、
UEInformationRequestメッセージは、(ｅ)ＮＢが可用性インジケータを受信した場合にの
みＵＥに送られる。ＵＥはＲＡＴ－Ｂの(ｅ)ＮＢに対して可用性インジケータを送らない
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ため、「ブラインド」要求であるとみなされるかもしれない。しかしながら、ＲＡＴ－Ａ
とＲＡＴ－Ｂとの間で使用できるインターＲＡＴ協調の度合いに応じて、リクエストは、
ＲＡＴ－ＡからＲＡＴ－ＢへのＵＥ設定状態情報に基づくことができる。(ｅ)ＮＢがＭＤ
Ｔ再コンフィグレーションの前に当該リクエストを送るかは、選択可能である。このよう
に、ＲＡＴ－ＡからＲＡＴ－ＢへのＵＥ設定状態情報により、ＵＥがＲＡＴ－Ａについて
のLogged MDTを行っている、あるいはＵＥがＲＡＴ－ＡについてのLogged MDTデータを有
している旨を通知することによって、ＲＡＴ－Ｂは、当該ＵＥに対して新たなコンフィグ
レーションを行うか否かを判断できる。
【０１１７】
　2.ＵＥがlogged MDTデータを有していれば、UEInformationResponseメッセージを用い
て当該データを(ｅ)ＮＢに送る。利用可能なデータが無くても、ＵＥは、当該メッセージ
を送らなければならないが、利用可能なＭＤＴデータが存在しないことのインジケーショ
ンと共に送る。従って、UEInformationResponse メッセージは、利用可能なＭＤＴデータ
が存在しないことを示すように更新される。
【０１１８】
　3.(ｅ)ＮＢは、新たなＲＡＴ－ＢコンフィグレーションをＵＥに再設定するためのIdle
MDTConfiguration メッセージを送る。 
【０１１９】
　(3.2.1.2)選択肢２
　図１０に示すように、選択肢２では、IdleMDTConfiguration メッセージは、logged MD
Tデータ要求及びＭＤＴコンフィグレーション（再コンフィグレーション）の両方に利用
される。
【０１２０】
　1.ステップ１において、(ｅ)ＮＢは、新たなＲＡＴ－ＢコンフィグレーションをＵＥに
再設定するためのIdleMDTConfigurationメッセージをＵＥに送る。ＵＥは、ＲＡＴ－Ｂの
ＭＤＴコンフィグレーションでＲＡＴ－ＡのＭＤＴコンフィグレーションを置換する。さ
らに、(ｅ)ＮＢは、「回収ビット（retrieve bit）」を用いて、ＵＥに残っているlogged
 MDTデータを(ｅ)ＮＢへ送る要求を出すことができる。
【０１２１】
　2.利用可能なlogged MDT データをＵＥが有していれば、UEInformationResponseメッセ
ージを用いて当該データを(ｅ)ＮＢへ送る。利用可能なデータが無くても、ＵＥは、当該
メッセージを送らなければならないが、利用可能なＭＤＴデータが存在しないことのイン
ジケーションと共に送る。UEInformationResponse メッセージは、利用可能なＭＤＴデー
タが存在しないことを示すように更新される必要があるかもしれない。
【０１２２】
　(3.2.1.3)選択肢３
　図１１に示すように、選択肢３では、ＭＤＴコンフィグレーションをＵＥが有している
か否かを判断するために、既存プロトコルに対してUEConfigurationRequest/Responseメ
ッセージが追加される。
【０１２３】
　1.ステップ１において、ＭＤＴコンフィグレーション状態（例えば、ＵＥがＭＤＴコン
フィグレーションを有しているか否か）を要求するためのUEConfigurationRequestメッセ
ージがＵＥに送信される。
【０１２４】
　2.ステップ２において、ＵＥは、ＭＤＴコンフィグレーションを有しているか否か(Yes
/No)を(ｅ)ＮＢに知らせるためのUEConfigurationResponseメッセージを(ｅ)ＮＢに送る
。ＵＥが“Ｙｅｓ”で応答すれば、(ｅ)ＮＢはＭＤＴコンフィグレーションをＲＡＴ－Ａ
から上書きしないことを選択できる。
【０１２５】
　3.ステップ３において、(ｅ)ＮＢは、ＵＥに残っているlogged MDTデータを回収するた
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めのUEInformationRequestメッセージをＵＥに送る。ＵＥがステップ２で“Ｎｏ”（例え
ばＭＤＴコンフィグレーションが無い）と応答していても、ＵＥはＭＤＴ活動が完了した
後少なくとも４８時間はlogged MDTデータを保持できるため、(ｅ)ＮＢはUEInformationR
equestメッセージをＵＥに送信してもよい。あるいは、UEConfigurationRequestメッセー
ジの一部としてＭＤＴデータの要求を出すとすれば、ステップ３を不要にできる。
【０１２６】
　4.利用可能なlogged MDTデータをＵＥが有していれば、UEInformationResponseメッセ
ージを用いて当該データを(ｅ)ＮＢに送る。利用可能なデータが無くても、ＵＥは、当該
メッセージを送らなければならないが、利用可能なＭＤＴデータが存在しないことのイン
ジケーションと共に送る。UEInformationResponseメッセージは、利用可能なＭＤＴデー
タが存在しないことを示すように更新される必要があるかもしれない。ただし、UEConfig
urationRequestメッセージの一部としてＭＤＴデータの要求を出せば、ＵＥは、利用可能
なＭＤＴデータが存在しないことのUEInformationResponse メッセージを送る必要がない
かもしれない。
【０１２７】
　5.(ｅ)ＮＢは、新たなＲＡＴ－ＢコンフィグレーションをＵＥに再設定するためのIdle
MDTConfiguration メッセージを送る。ＵＥは、ＲＡＴ－ＢのＭＤＴコンフィグレーショ
ンでＲＡＴ－ＡのＭＤＴコンフィグレーションを置換する。
【０１２８】
　(3.2.2)各選択肢の比較
　３つの選択肢の全ては、ネットワークが新たなＭＤＴコンフィグレーションをＵＥに設
定すると決定したときに、当該ＵＥの測定ログ（存在すれば）が失われない。選択肢１及
び２はデータ回収に留意する一方、選択肢３は、ＵＥがＭＤＴコンフィグレーションを有
しているか否かを再コンフィグレーションの前に把握するため、データ回収及びＭＤＴ再
コンフィグレーションの両方に留意するものである。
【０１２９】
　選択肢１は、ＭＤＴデータの回収に既存プロトコルを利用する。 logged MDTデータの
要求は、ＲＡＴ－Ａでの実行中のＭＤＴ活動にＵＥが参加しているか否かの知識に基づく
ことができる。ＲＡＴ－Ｂネットワークでそのような情報が利用できない場合、(ｅ)ＮＢ
は、logged MDTデータを要求しないことを選択してもよい。この仕組みは、UEInformatio
nRequestメッセージがオプショナルであるため、インターＲＡＴ回収をサポートしないオ
ペレータやインターＲＡＴ協調を有しない(ｅ)ＮＢに与えるシグナリングのインパクトが
無い。
【０１３０】
　選択肢２では、ＵＥからのＭＤＴデータについての要求は、IdleMDTConfigurationメッ
セージに組み込まれる。ＭＤＴデータの回収の要求がなされれば、ＵＥは先ず新たなＭＤ
Ｔコンフィグレーションで自己のコンフィグレーションを更新し、その後、ＲＡＴ－Ａか
らのＭＤＴデータを(ｅ)ＮＢに送る。このプロシージャは、ＵＥが新たなＭＤＴデータを
受信したときにはＭＤＴデータを消去するという内容とは異なる。この場合、ＵＥは、残
っているデータを(ｅ)ＮＢに送るまでは当該データを削除しない。この選択肢は、データ
の損失を防ぐために、ＭＤＴ再コンフィグレーションの間に既存プロトコルに対して非常
に少量の情報を追加すればよいという点で有利である。また、データ回収要求は、ＵＥに
新たなＭＤＴコンフィグレーションを設定する必要性の一部として送られるだけである。
この仕組みは、回収ビット（retrieve bit）がオプションでメッセージに含まれるため、
UEInformationRequestメッセージがオプショナルであるため、インターＲＡＴ回収をサポ
ートしないオペレータやインターＲＡＴ協調を有しない(ｅ)ＮＢに与えるシグナリングの
インパクトが無い。 
【０１３１】
　選択肢３は、ＭＤＴコンフィグレーションの有無をＵＥに問い合わせるために、既存プ
ロトコルに対して新たなメッセージが追加される。これは、インターＲＡＴ協調が無い場
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で有利である。 (ｅ)ＮＢは、ＭＤＴ活動のための他のＵＥを選択し得る。残りのプロト
コルは選択肢１と同様である。 
【０１３２】
　選択肢３は、他の利点も有する。ＭＤＴの測定、ロギング／報告ＵＥに使用されるＵＥ
は、ネットワークが特定の測定を行うために適切な装置を慎重に選択することを可能にす
るために、能力の組を通知するべきである。装置能力は、ロギング、特定の障害の報告、
及び／又は測定のための能力に加えて、記録ストレージ及びバッテリ容量の能力も反映し
得る。従って、ＭＤＴコンフィグレーションの前にＵＥのバッテリ状況及びメモリ状況を
確認するためにUEConfigurationRequest/Responseメッセージを拡張できる。 
【０１３３】
　(3.3)まとめ
　３つの選択肢は、ＵＥが他のＲＡＴに接続した場合において、新たなＭＤＴコンフィグ
レーションが設定されたときに、logged MDTデータの損失を防ぐことができる。  
【０１３４】
　なお、米国仮出願第６１／３７３５２５号（２０１０年８月１３日出願）の全内容が、
参照により、本願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１３５】
　以上のように、本発明に係る無線測定収集方法及び無線端末によれば、ネットワーク側
で予期せぬエラーが発生することを防ぐことができるため、移動体通信などの無線通信に
おいて有用である。

【図１】 【図２】

【図３】
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